
 

  令和 7年 6月 21日 

 

令和 7年度 学校運営協議会実施報告書 

 

協議会名 第 2回 大田区立池上小学校運営協議会 

日時 令和 7年 6月 21日（月）14時～15時 

場所 池上小学校 校長室 

出
席
者 

委員 【地域】吉澤会長、小林副会長、望月委員、細野委員、林委員、吉川委員、 

森口委員、鈴木委員、前川委員、佐藤委員（記） 

【学校】平林校長 

委員 

以外 
 

議題 

1. 校長あいさつ 

2. 会長あいさつ 

3. 協議事項 

① 自己評価報告書について 

② 運動発表会について 

③ 地域学校協働本部活動計画書及び予算について 

④ PTA行事について 

⑤ 夏のわくサマについて 

⑥ 意見交換 

4. 事務局から 

協議内容 

要旨 

協

議

結

果 

〇３月末に辞任された前副会長の小泉顕宏委員の後任として、小林委員

が推薦され、承認された。 

〇PTA会長交代につき、新会長の鈴木宏彰氏が新たに運営協議会委員

に就任した。（森口前会長は継続） 

① 平林校長より、今年度の自己評価報告書について昨年度と同じ視

点・概要で行う旨説明があり、全委員に年度末（２月頃）に評価頂きた

い旨の依頼があった。 

② 平林校長より、５/３１の運動発表会の実施状況について報告があり、

参加した委員からの感想、今後に向けた意見交換を行った。 

③ 前川委員より、区教育委員会に地域学校協働本部活動計画書を提出

した旨の報告と、その予算の算出根拠や使途についての説明があっ

た。 

④ 鈴木委員より、9/27 に開催予定の池上フェスタについての概要と進

捗の説明があった。 

⑤ 前川委員より、7/22～8/1 の平日に実施する夏のわくわくサマース

クールについて、講座の募集結果や進捗状況の報告があった。 

⑥ 吉澤委員より、今年度予算がつくことになった「児童の見守り活動」に



 

ついて説明があり、上限 15万円の予算について、ワッペンに追加して

取り組めるアイデアを７月上旬まで募ることとした。 

平林校長より、通知表の形式や一時休業する教員の対応について報

告があった。 

〇次回 9月 9日前に懇談会を開催。 

意

見

概

要 

①自己評価報告書について 

・学校の取り組みを把握しづらくコメントが難しい。（望月委員） 

→活動内容を HP 等で広報しているものを参考にお願いしたい。過去の

評価書も HPで閲覧頂ける。（平林校長） 

②運動発表会について 

・テント：設置できたことはとても良かった。今回は他校からの貸し出し

や、細野委員の呼びかけで地域の方々による早朝からの設置協力があ

り、全座席への設置が実現し大変ありがたかった。今後、自校ですべて用

意できるようになりたい。（平林校長） 

→PTA 保有のテントは現在 3 基あるため、毎年 PTA で１基ずつ増やし

てもらえるようにしたい。（鈴木委員） 

→特別出張所のテントは、運動会に活用頂くには小さい。（林委員） 

→特別出張所から借用可能な備品をデータベース化頂けるとありがた

い。（平林校長） 

→運営協議会委員等多方面にも協力を呼びかけがあると良いのではな

いか。（吉澤委員） 

・観覧スペース：開放した校舎内の教室は活用されていたが、開放教室

及び教室数については今年度の反省をいかしていく。（平林校長） 

・音響：音響機器に問題があり聞きづらかった。修理は高額で学校予算で

賄えないため、詳しい方がいたらぜひ教えて頂けないか。（平林校長） 

・運動会の形式：今後もコンパクトな「運動発表会」という形を継続した

い。（平林校長） 

・実施種目：６年生の組体操がなくなったのは寂しく、競技がさっぱりしす

ぎている印象を受けた。（森口委員） 

→教員の負担増、こどもたちの身体のつくり的に難しくなっている傾向に

ある。（平林校長） 

・制限エリア：優先エリアでの融通・入れ替えがうまくいかなかったので、

来年見直したい。奥の菜園のエリアは、水がはってあったり、荒らされたり

するため危険のある場所として過去３年立ち入り禁止にされていたが、今

後も立ち入り禁止としたい。（鈴木委員） 

→児童座席前で立ち位置の良くない保護者が見られた。（小林委員） 

・開催日程の事前周知：商店街に運動会の日程、学校の予定を共有でき

ると良いのではないか。運動会事終了後の食事へとつながる等、双方に

とって良いことがあると思われる。（小林委員） 



 

→CSカレンダーを地域に共有したらどうか。（吉澤委員） 

→前任校では町会の回覧板、掲示板を活用していた。（平林校長） 

③地域学校協働本部活動計画書及び予算について 

・わくサマをサポートする講師やボランティアへの差し入れをアップグレー

ドできると良いのではないか。そのために、PTA が資金的な補助をでき

ると良いのではないか。（森口委員） 

・できるという人がやるのが応援団。これまで、義務になっては申し訳ない

ので PTAにはお願いしていなかった経緯がある。お礼の気持ちを伝える

のに協力できる形はお金なのかどうか。やらないといけない、となるのは

良くない。（細野委員） 

・学校運営協議会が使途を自由に決められる３万円の使い道はどうする

か。CS として 10 万追加支給されたはずが、3 万となると、CS としての

想像力の足かせになってしまうのでは。（小林委員） 

④PTA行事について 

・地域への協力依頼の順番を整えて進めていく予定。できればクラブ活

動を活発化させたいので、池フェスに関わってもらうと良いと考えてい

る。（鈴木委員） 

⑤わくわくサマースクールについて 

・運営にかかる人材が不足しているので、うまく義務を少なくして、助けて

頂ける形がありがたい。思いを持っている同志が増えていくといい。地域

の人にも、商店街の方にも知ってもらえるといい。CSだより等も使ってで

きることがあれば嬉しい。（前川委員） 

・講座募集の方法はどのようになっているのか。必要な場合は、池上 FC

での協力もできる。（細野委員） 

→在校生の保護者へのお手紙配布が中心となっている。最近は暑さが厳

しいため校庭の利用はしていない。（前川委員） 

⑦見守り活動について 

・15万円を限度に予算が出ることになっており、ワッペンで 4万円程かか

るため、残りの予算も有効に活かせる装備品等のアイデアがあれば頂き

たい。（吉澤委員） 

→こども SOSの周知に使うのはどうか。（前川委員） 

→見守り活動との親和性を考え、アイデアを7月上旬までをめどに募りた

い。（吉澤会長） 

協議資料 

・令和７年度大田区立池上小学校自己評価報告書 

・コミュニティスクールの予算について 

・池小フェスタのお知らせ 

・わくわくサマースクール開講講座のご案内と申し込みについて 

・児童の見守り活動実施要綱に基づく処理の流れ 

備考   


